
   

 ⼦育てひとくちメモ８，「勇気づけの⽅法」 

 ○貢献に感謝する 

  ⼦どもの適切な⾏動、あるいは適切な側⾯を探します。不適切な⾏動にはすぐ⽬ 

 がいきますが、適切な⾏動は、意識して探さないと⾒逃します。「叱る・罰する」 

 のは、まさに不適切な⾏動・側⾯に注⽬しています。⼈は注⽬される⾏動を増やし 

 ますから、叱っても罰しても不適切な⾏動がなくならないのです。不適切な⾏動に 

 はなるべく注⽬しないで、適切な⾏動を探して注⽬しましょう。声をかけましょ 

 う。適切な⾏動というのは、まず貢献している（役に⽴っている）ことです。例え 

 ば、⾷後の後⽚づけを⼿伝ってくれました。どうしましょうか。「助かったよ。あ 

 りがとう」、「⼿伝ってくれて嬉しい」と⾔いましょう。朝起こさなくても起きて 

 きた。どうしましょうか。「⼀⼈で起きてくれて助かったよ。ありがとう」と感謝 

 しましょう。勇気づけるための最も効果的な⽅法は、⼦どもが貢献したことに感謝 

 することです。 
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